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私の実家は偶像崇拝を熱心にする家庭で生まれ、親

をついて偶像の前で膝をまずいて拝みました。そうす

るうちに急に父親が亡くなって、その衝撃で母が心の

病気になって横になりました。多くの病院に行って

様々な治療を受けても母の病気はなかなか治らなくて

苦労しました。 

 すると、先にイエス様を受け入れて信仰生活を始め

た叔母さんの積極的に母を伝道しました。それで母も

教会に行って決信して、私も病弱な母を助けるため教

会に通うようになりました。 

福を願いながら始めた信仰生活だったのでただ教会

に行くだけで終わりました。それでも私をよく見てく

ださって教会の牧師の奥さんが遠い親戚の甥を紹介し

てくれて結婚までしました。しかし、姑は偶像崇拝を

していました。旦那も教会には通っていましたが、私

のように信仰が弱い状態でした。私も礼拝は参席して

も習慣的で心は喜びと平安がなくて、恨みと不平が多

い生活をしました。結局はカンミョンに引っ越しした

後、家と教会が遠いという言い訳をして教会と遠くな

りました。そうするうちに隣の家に住む息子のお母さ

んが私を恵みと真理教会に導いてくださいました。そ

の時にはカンミョンに聖殿がいない時だったので区域

長をついてアンヤン聖殿で教会を通いました。当会長

の牧師の説教に多く恵みを受けて初めて真実に信仰告

白をし救われた喜びと感動で涙を流しながら礼拝を捧

げるようになりました。 

まもなくカンミョン市でも聖殿が建ってられ子供た

ちと楽しく教会に通いすべての礼拝に参席して信仰が

育ちました。姑も教区長と区域長の愛と献身で教会に

来て今まで守ってきた風習も少しずつ変えることが出

来ました。 

叔母はある日、姑めが頑固で酷く偶像崇拝をするの

で神様をよく信じる嫁が家に入るように前から祈って

来たと喜びました。  

私は二人の娘がいますが、特に二番目の娘は私が妊

娠した時、つわりが酷くておなかにいる時から祈りを

受けて生まれました。それで私よりイエス様の愛をた

くさん受けて信仰が大きく見えました。時間が経って

二人も神様の愛と助けによって育てられ私と共に教会

学校で教師で奉仕するようになりました。長女が教育

大学を卒業をして任用試験を準備しました。どころが

1次筆記試験には合格しましたが2次論述と面接で失敗

してしまいました。試験に失敗した後にまた試験準備

をする娘を見る時に気の毒で心が痛かったです。試験

を受ける前、当会長の牧師はカンミョン聖殿に来られ

祝福盛会を導いてくださり礼拝が終わって娘のため祈

ってくださいました。 

牧師は私達にはハンセン病が癒されたナアマン将軍

の話をしてくださり、どんな状況でもあきらめなくて

神様に祈って信仰と勇気をもって最善を尽くすように

慰めと励まして御言葉と祈ってくださいました。家に

帰って来た娘は感謝する心もあって、ナアマン将軍が

七回水に入ったように七回も試験を受けなければなら

ないのかと文句を言いました。教区長に話したらその

話は熱心に勉強しなさいという意味だと笑って祈って

くださいました。どころが、娘は何回も試験に失敗し

ました。今まで友達は一人、二人、結婚して娘より歳

下の姉妹たちも結婚して子供達まで連れてくるのを見

ながら娘が大きくがっかりして周りの方まで心配して

くださいました。二番目の娘が‟神様が姉に大きい事

を与えるためだと思う。姉のため慰めながらともに神

様に祈りました。また、奉仕を共にする伝道士と先生

に祈りを頼みました。私と旦那も区域聖徒と共に切に

いのりました。長女も月曜祈り会と金曜祈り会にも休

まずに行って涙をながらしながら神様に祈りました。

そして、教会学校でも休まずに熱心に奉仕しました。

娘が試験を諦める時に神様は新しい力や挑戦する勇気

をくださいました。周辺の否定的な視線と様々な心の

傷を受ける状況によって落胆するときことに神様が適

切な御言葉で恵みを与えてくださって、娘と私の家庭

を強く守ってくださいました。そして、時間が経てば

たつほど家族一人ひとり信仰が成熟になり強くなるこ

とが感じられました。再び試験を受ける前に当会長の

牧師から祈りを受けました。牧師は今までの苦労が解

決する慰める言葉をし祈ってくださいました。‟願い

がかなうように祝福します。”そして、2015年試験に

合格しました。ハレルヤ！ 

今まで勉強をするため夢をみたヨーロッパ旅行の道

も開いてくださり、10泊12日間ヨーロッパ6か国を行

って来ました。その後、8月末2学期から新都市で新し

く設立された学校で発令を受けて、学年主任という職

分まで担えて切に願っていた教育者の道を歩いていま

す。 

多く祈ってくださって祝ってくださったことに感謝

し神様にすべての栄光を捧げます。娘が今まで教会学

校で奉仕をしながら得た神霊な体験と知識で学生をよ

く教えてイエス様の愛も教える素晴らしい教師になる

ように祈ります。長い間試験を準備して受けるあいだ

むなしく時間を使ったようですが、その時間に主がた

くさん恵みを与えたことを確信します。そして、娘と

共に痛い心と喜びを感じた母として青年の失業難が酷

いこの時期に、青年たちのため切に祈ります。 

 

 

 

 

 

＂与えよ。そうすれば、自分にも与えられるで

あろう、また『受けるよりは与える方が、さい

わいである』と言われた主イエスの言葉を記憶

しているべきことを、万事について教え示した

のである。＂（ルカによる福音書 6： 38、使徒

言行録 20:35）  

 

新年を迎えると相手によかれと祈る言葉や挨拶をしま

すがこれを徳談といいます。最も含蓄性を持っている

徳談は＂福多く受けてください＂であります。＇福＇

という単語の意味が国語辞典では簡単に説明されてい

るが、様々な側面で説明しようとするとそう簡単では

ありません。聖書本文に関連して＂受ける福と与える

福＂について調べてみます。 

第一は、受ける福について調べてみましょう。 

神様が天地万物を創造なさる時に人間の生存に必要な

全てのことを先に御創りなさい最後に人間を御創りな

さいました。従って、神様の助けを受けずに生きてい

く人間は一人もいません。そして神様が人は他の人の

助けを受けながら生きるようにしました。人が受ける

ことの中で神様が与えてくださることを越えることは

ありません。神様が恵みによって与えてくださったこ

とを人々が享受することができるようにするため神様

は全てのことを聖書に記録なさい、聖霊様がその全て

のことを私達として分かるようにしてくださいます。

神様が与えてくださったことは信仰で受けることがで

きます。そして、神霊な恵みを与えてくださる神様に

対して私達が取る最も礼儀正しい態度は感謝する心で

受けることであります。 

神様はキリストイエスの中で全ての神霊な恵みを豊か

に与えてくださいます。あなたの口を広くあけよ、な

んでも望むものを求めるがよいとしました。信じない

ことと求めないことより悪い病弊はありません。神様

は私達に時機を得た助けを受けるために恵みの座に大

胆と進むことを命令なさいます。 

第二は、与える福について調べてみましょう。 

私達が他人に施すことには物質的なことだけではなく、

精神的なことと霊的なことがあります。従って他人に

与えることがない人とはいません。一、寛容を施すこ

とができます。寛容が施されると、多用な性格の人々

が集まった組織と社会が美しいです。二、自分が持っ

た有益な知識と知恵を提供することができます。福音

を伝えることは最も偉大な知識と知恵を提供すること

です。三、自分が持った社会的な能力を使い困難に処

した人を助けることができます。四、時間を作り体で

奉仕することができます。五、所有物で助けることが

できます。六、お祈りで助けることができます。他人

の助けを受けることが福であるが、与えることはより

大きい福であります。 

施すことにも適用すべきの原則があります。自分誇示

を目的に行う助けは賢くありません。＂神様の光栄の

ために行いなさい。主を喜ばせるために行いなさい。

＂というお言葉は他人に施すことにも適用されるべき

の原則です。このような目的で行う慈善と救済は神様

に捧げることだとみなされます。神様に捧げることを

楽しく行う人は捧げる福がいかに大きな福であるかを

知っている人です。神様に捧げる正しい態度に対して

二つの要点が聖書に明示されています。一つ、楽しん

で捧げなさいとしました。二つ、精一杯捧げなさいと

しました。 

皆さんは他人に助けを与えることについて多く考えて

ください。日増しに神様により多く捧げるように願っ

てください。他人に助けを与えて、神様に捧げる人に

従うようになることがあります。一、心がおおらかで

余裕を持つようになります。二、神様が与えてくださ

る楽しみがあります。三、主が与えてくださった約束

があります。＂与えよ。そうすれば、自分にも与えら

れるであろう。人々はおし入れ、ゆすり入れ、あふれ

出るまでに量をよくして、あなたがたのふところに入

れてくれるであろう。＂という約束です。 

皆さんは多くの人から助けを受けることを楽しみなが

ら真心で感謝してください。助けを受けることが福で

あります。何よりも神様の助けを求めて享受してくだ

さい。これは大きな福です。励んで他人に施しながら

これを楽しんでください。これが福であります。何よ

りも神様に捧げることに励みながら楽しんでください。

これは大きな福です。 

 

「チョヨンモク牧師先生の信仰コラム‘緑の牧

場、清い川’本の語り中」 

[証]      娘はついに教師の夢を成し遂げるまで長い時間忍耐して 

最善を尽くすように力をくださった神様に感謝します 

[信仰コラム]              受ける福と与える福 
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憲法は国家の基本法則として、国民の基本的な

人権を保障して国家の政治組織の構成と政治作

用の原則を決めて市民と国家の関係を規定する

とか形成する最高の規範です。  多い群衆のデ

モ、政治家たちの組織的で集団的な要求、多数

マスコミの一致した主張だと言っても法秩序に

かなわない行為と要求と主張は妥当性が喪失さ

れたのです。  ただ一人でもそれが憲法違反だ

と指摘して出ればその人の判断と主張が説得力

を持つようになって優勢になります。  このよ

うになると自由と正義が実現する法治国です。 

民主主義は多数決の原則を適用します。  しか

し多数の決定も法律の中で効力を持つようにな

ります。  憲法は各種法律と人々の行為を判断

する最高の基準です。  憲法外にも人々は各分

野で使う幾多の基準を作って使っています。 

すべてのことを正確で迅速で効果的に分類して

測定して処理するためであるからです。  だか

ら文明が発達した社会であればあるほど判断基

準になる方法と規定が多いものと決まっていま

す。  しかし人が作った判断基準には絶対的で

永遠なのがないです。  憲法も修正して改正す

ることができます。  絶対的な判断基準は人が

作ったのではなくて神様がくださったのです。 

自然法則は神様が決めたことであるから人が無

くなるとか替えることができないです。 

今日はクリスチャンが必ず適用しなければなら

ない絶対的な判断基準に対してよく見ます。 

 

 

第一は、聖書は絶対的な判断基準です。 
 

ペテロの第二の手紙  1 章 21 節に記録されるの

を  “預言は決して人間の意志から出たもので

はなく、人々が聖霊に感じ、神によって語った

ものだからである”  と言いました。  ここで言

った予言と言うのは聖書のお言葉を意味します。 

テモテヘの第二の手紙  3 章  16 節には  “聖書

は、すべて神の霊感を受けて書かれたものであ

って、人を教え、戒め、正しくし、義に導くの

に有益である。”と記録されました。  聖書に

は神様が啓示なさったお言葉が予言者と使徒を

通じて記録されています。  彼らは聖書の記録

者だが著者ではないです。  著者は神様です。 

聖書には私たちの信仰と生活の原則と基準が記

録されています。  絶対的な原則で基準です。 

パウロ使徒は  第 2 次  伝道旅行で第  1 次伝

道旅行時の伝道地域である小アジア地域にある

いくつの都市をまた訪問した後に聖霊様の指示

を受けてヨーロッパ地域であるマケドニアに渡

りました。  マケドニアのピリピ城で福音を伝

えている途中逼迫を受けて打たれて監獄に閉じ

こめられる試練を経験したが神様の権能によっ

て奇跡的な事件を経験するようになったし看守

とその家族をイエスキリストに導く成果を得た

しピリピに教会を建てるようになりました。 

パウロ連中はピリピを離れ去ってデサルロニケ

に行ってからベルェアに行きました。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パウロがベルェア人々に福音を伝えるとベルェ

ア人々はパウロの伝道と講論に対して非常に慎

重で真摯な態度できいて果して聖書がそのよう

におっしゃっているかを詳らかに察しました。 

彼らは実は可否が分かるために聖書を日々に考

えました。  その結果でユダヤ人とヘルラの貴

婦人と男たちの中に信じる者が多かったです。 

このような態度を私たちが模範としなければな

りません。  聖書が本当にそのようにおっしゃ

っているか ? これが絶対的な判断基準です。 

聖書を判断基準に従わなければ異端に惑いされ

ます。  福音の真理から離れ脱された神学思想

や教理に従うようになります。  宗教混合主義、

一致主義、多元主義、新神学、自由主義神学に

従うようになる  根本理由は聖書を絶対的判断

基準にしないからです。  救いの道に関しては

絶対的基準のお言葉が限りなく多いがその中に

何句節をよく見ればこのようです。  “神はそ

のひとり子を賜わったほどに、この世を愛して

下さった。それは御子を信じる者がひとりも滅

びないで、永遠の命を得るためである。” (ヨ

ハネによる福音書  3:16)、“ イエスは彼に言

われた、「わたしは道であり、真理であり、命

である。だれでもわたしによらないでは、父の

みもとに行くことはできない。” (ヨハネによ

る福音書  14:6)、“ この人による以外に救は

ない。わたしたちを救いうる名は、これを別に

しては、天下のだれにも与えられていないから

である」。” (使徒行伝  4:12). その人が似以

非クリスチャンなのか真のクリスチャンなのか

分かろうとすればこの三つの句節をそのまま信

じるのかないか確認して見ればいいです。 

 

 

二番目は、神様の光栄の為に、神様を
嬉しくする、キリストが尊くなること
が絶対的な判断基準です。 
 
どんな思想や行為に対して判断しようと聖書が

どのようにおっしゃっているかを調べようと思

えばあまり易しくないです。  聖書は分量が多

くて手広く記録されているからです。  しかし

私たちの日常的なことに対して容易く判断する

ことができる基準があります。  その基準にあ

たる聖書の三つの句節をご紹介致します。 

“だから、飲むにも食べるにも、また何事をす

るにも、すべて神の栄光のためにすべきであ

る。” (コリント人への第一の手紙  10:31)、

“そういうわけだから、肉体を宿としているに

しても、それから離れているにしても、ただ主

に喜ばれる者となるのが、心からの願いであ

る。”(コリント人への第二の手紙 5:9)、“そ

こで、わたしが切実な思いで待ち望むことは、

わたしが、どんなことがあっても恥じることな

く、かえって、いつものように今も、大胆に語

ることによって、生きるにも死ぬにも、わたし

の身によってキリストがあがめられることであ

る。” (ピリピ人への手紙 1:20) としました。 

第一、“食べようか飲もうか何をしようが” 

すべて神様の光栄のためにしなさいと言いまし

た。  すべての事をする時 “神様の光栄のため

にする仕事か?” という質問が判断基準です。  

第二、”神様を嬉しくする仕事か ? “という質

問が判断基準です。第三、”神様を尊くする仕

事か ? “という質問が判断基準です。  このよ

うな質問をすれば聖霊が可否を悟らせます。 

皆さんはこのような質問をするということがい

くら大きい福なのかを思いながらすべての事に

絶対的な判断基準にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三番目は、礼拝と伝道と主の仕事が絶
対的な判断基準です。  

 

礼拝と伝道と主の仕事はすべての聖徒の使命で

す。  これを行うことは聖徒に喜びであり幸せ

です。  たとえ衣食住に関する豊かではなくて

も礼拝と伝道と主の仕事を思いのができたら満

足に思います。 

 聖徒はこの世の中に永遠に住む都城がないこ

とを認識しながら天にある故郷を慕いながら生

きて行きます。 

ペルシア王ダリオが統治する時あった事です。 

三十日の間は王の外に他の神にも人にも祈れば

獅子の穴に投げこむという調書に王の印が押し

たことが分かってからも総理ダニエルは前日し

たとおり自分の家で一日三度ずつ神様に祈って

いる中に告発されて獅子の穴に投げられました。 

王はやっとダニエルを嫉む者の計略になったの

が分かりました。  寵愛した総理を失うように

なったことがとても心痛かったです。  そして

翌日夜明けに起きて獅子の穴に行って  “ダニ

エルよあなたがいつも仕える生きる神様があな

たを救いしたのか?” と叫びました。  すると

驚くべきことに獅子の穴でダニエルが  “王は

御健康なさってください。神様が獅子の口を封

じて私を害することができないようにしました。

これは私が罪のないのを証明するのです。” 

と答えました。  ダニエルには大帝国の総理と

いう高い官職や豪奢な生活も神様を礼拝するよ

りもっと重くなかったのです。 

新約聖書  ヘブル人への手紙  11 章には神様を

仕えるから殉教した聖徒、投獄された聖徒、打

たれた人々、あてなしにさすらいながら窮乏と

苦難と虐待を忍耐した人々、広野と山と洞窟と

トンネルを迷って通った人々に対して記録して

おきました。彼らには礼拝と伝道と神様の仕事

をして  もっと重いのがなかったです。  聖徒

は自分たちが属した社会の制度と体制やリーダ

ーがたとえ期待に達する事ができないと言って

も礼拝と伝道と主の仕事をするのに差し支えを

与えなかったら問題になるまでもないです。 

しかしリーダーや制度や体制が礼拝と伝道と主

の仕事をすることを難しくするとか脅威を与え

たら大きい問題になります。  そんな状況が来

ないようにいつも警戒して積極対処しなければ

なりません。  我が国は他の国々と違って国家

安保が教会の安全と直結されています。  解放

後今日までの歴史と現実の証拠の外に他に証拠

がもっと必要ではないです。  北朝鮮には教会

が一つもないです。  イエスキリストを信じる

ことが見つかれれば今も直ちに処刑されます。 

だからリーダーを選出する時に真のクリスチャ

ンが持つ選択と判断基準は一致するしかないで

す。 

 

今日はクリスチャンが神霊な生を生きて行くの

に適用しなければならない絶対的判断基準をよ

く見ました。  このような判断基準は正確で早

く判別することができさせてくれます。  “聖

書に本当にそのようにおっしゃっているのか?” 

“神様の光栄のためにする仕事か?” “神様を

嬉しくする仕事か ?” “神様を尊くする仕事

か?” “礼拝と伝道と主の仕事に加えるになる

のか?” 皆さんはこんな質問を判断基準にする

ようになったことを幸せで思ってこのような基

準ですべての事を判断するのでいつも最上の選

択と決定をするようにお願いします。 

 

 

 

 

恵みと真理教会 チョヨンモク 牧師 

 

絶対的な判断基準 

 


